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（*1）ASHOKAとは、Skollﾌｧｳﾝﾃﾞｰｼｮﾝと並んで、ﾋﾞﾙ・ﾄﾞ
ﾚｲﾄﾝによって始められた、ｱﾒﾘｶﾜｼﾝﾄﾝDCに本拠のある、社
会起業家を物心両面から支援する組織であり、日本にも
2011年から支部がある。
https://www.ashoka.org/ja/country/japan
（*2）ｴﾘｱｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞとは、甲南大学の学生の留学支援活動
の一つとして、専任教員指導の下で、日本語か簡単な英語
で海外大学の講義・実習、社会・企業訪問を、1週間ほど
体験する事で、旅行とは違う学生生活体験をする一連の講
義を意味します。
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人・集団・組織・ｺﾐｭﾆﾃｨｰ
開発の実態調査と変革実践家
養成と実践変革支援

Action ResearchからOrganization 
DevelopmentとHumanDevelopmentを

研究して現実を変えます

Action Research: OD (Organization Development):
HD (Human Development)

●特徴： 変革実践家が、ｸﾗｲｱﾝﾄとしての集団・組織・ｺ
ﾆｭﾆﾃｨｰの変革努力に関わりながら、最終的にはｸﾗｲｱﾝﾄ、
自らが変革能力を獲得して、持続的な成長・発達を実現
するというODの研究を、主に海外のｱﾒﾘｶの大学研究者や、
世界各地の実践家や実践家ｺﾐｭﾆﾃｨｰと共に続けてきました。
ｱﾒﾘｶASHOKA（*1）の理念を大学で実現するために集ま
る、ASHOKA U EXCHANGEで大学関係者と定期的に交
流し、また、ASHOKA Japanの支援者として、東北震災
地域やと過疎地のｺﾆｭﾆﾃｨｰ再開発に打ち込む若者の社会起
業家の心理的な支援や実態調査をしてきました。この一
部は、ｴﾘｱｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞ（*2）の異文化交流企画として、韓陽
大学のSocial Innovation Centerとの共同ｸﾗｽを、2年続け
てきました。
●研究内容： 大人を対象にした、しかも組織変革や地
域社会開発をﾃｰﾏとするため、残念ながら大学の講義とし
て提供できる範囲には限りがありますが、調査研究と具
体的な実践の循環を実現するために、具体的なｺﾝｻﾙﾀﾝﾄや
実践家の現場に立ち会い、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ達や経営者達と、共に
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸする過程から、まとまった事例を海外に向けて
発信してきました。
以下は論文として掲載された一部です。
The Reality That We Take on: A Humanistic Change in

IT Venture Company, (2019)
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